
②
百
科
事
典

イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
の
に
障
害
と
な
る
の
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
に
独
特
の
用
語
で
あ
る
。
見
知
ら
ぬ

用
語
に
多
く
遭
遇
す
る
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
で
イ

ス
ラ
ー
ム
は
不
可
解
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
実

際
に
接
し
て
み
る
と
、
一
般
の
ム
ス
リ
ム
の
言
葉

と
ウ
ラ
マ
ー（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
専
門
家
、
知
識
人
）

と
で
は
確
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
説
明
す
る
用
語
が

異
な
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
借
用
語
は
発
音
の
み
な
ら

ず
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
転
写
表
記
も
異
な
る
。
初
歩

的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
用
語
で
躓
か
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
用
語
解
説
書
が
必
要
で
あ
る
。

幸
い
日
本
語
で
は
質
の
高
い
『
岩
波
イ
ス
ラ
ー

ム
辞
典
』（
大
塚
和
夫
他
編
、
二
○
○
二
年
、
岩

波
書
店
）
と
『
新
イ
ス
ラ
ム
事
典
』（
日
本
イ
ス

書
店
）
と
『
新
イ
ス
ラ
ム
事
典
』（
日
本
イ
ス

）
と
『
新
イ
ス
ラ
ム
事
典
』（
日
本
イ
ス

ラ
ム
協
会
、
二
○
○
二
年
、
平
凡
社
）
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
用
語

に
馴
染
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
で
使
わ
れ
る
用
語
が
東
南

ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
必
ず
し
も
同
じ
意

味
で
使
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
一
般
で
使
わ
れ
る
用
語
と
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
意
味
変
化
を
起
こ
し
て
い
な
い
か
、
ま
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
特
の
イ
ス
ラ
ー
ム
用
語
は
な
い

か
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
文
献
や
実
地
調
査
に
あ

た
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
用
語
で

最
も
情
報
量
が
多
い
の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

情
報
量
が
多
い
の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

多
い
の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
のIchtiar 

B
aru Van H

oeve 

社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
三
種

類
の
イ
ス
ラ
ー
ム
百
科
事
典
で
あ
る
。
第
一
は
、

『
イ
ス
ラ
ー
ム
百
科
事
典
』（E

n
siklopedi Islam

、

改
訂
版
、
八
巻
本
）
二
○
○
五
年
で
あ
る
。
こ
れ

は
イ
ス
ラ
ー
ム
用
語
一
般
の
説
明
も
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
あ
る
う
え
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
特
有
の
イ

ス
ラ
ー
ム
用
語
、
な
ら
び
に
人
物
に
つ
い
て
詳
し

い
情
報
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
次
に
、『
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界　

テ
ー
マ
別
百
科
事
典
』（E

n
siklopedi 

Tem
astis D

u
n

ia Islam

、
七
巻
本
）
二
○
○
二

年
。『
百
科
事
典
』
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
は
い

る
が
、
概
説
書
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
般

が
対
象
な
の
で
、
東
南
ア
ジ
ア
に
触
れ
る
部
分
は

少
な
い
が
、
世
界
の
流
れ
の
中
で
東
南
ア
ジ
ア
を

位
置
づ
け
る
の
に
役
立
つ
。
特
に
第
五
巻
は
東
南

特
に
第
五
巻
は
東
南

第
五
巻
は
東
南

ア
ジ
ア
だ
け
に
絞
っ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
・
イ

ス
ラ
ー
ム
史
を
様
々
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
の
面

白
さ
が
わ
か
る
。
カ
ラ
ー
挿
絵
や
写
真
が
あ
り
、

理
解
の
助
け
と
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
人
や
動

人
や
動

物
の
細
密
画
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う

細
密
画
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
が
関
心
を

も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
未
だ
に
そ

の
手
引
書
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム

が
こ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
を

大
雑
把
に
つ
か
も
う
に
も
歴
史
の
概
説
書
さ
え
な

い
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
は
洪

水
の
よ
う
に
溢
れ
て
い
る
。
情
報
の
質
を
見
分
け

る
力
量
を
身
に
つ
け
る
に
は
基
礎
知
識
を
習
得
す

る
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
を
め
ざ
す
人
が
手
元
に
置
く
べ

き
必
携
書
を
紹
介
し
た
い
。

①
入
門
書

具
体
的
な
工
具
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
宗
教
全
般
に
関
す
る
次
の
概
説
書
に

触
れ
て
お
き
た
い
。Fox, Jam

es J., In
don

esian
 

H
eritage: R

eligion
 an

d R
itu

al, Singapore: A
r-

chipelago Press, 1999.

イ
ス
ラ
ー
ム
を
は
じ
め
と

す
る
公
認
宗
教
の
み
な
ら
ず
土
着
信
仰
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
宗
教
儀
礼
や
生
活
習
慣
を
、
実
力
あ
る
執

筆
陣
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
豊
富
な

写
真
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
の
イ
ス
ラ
ー
ム

の
地
域
的
色
彩
が
楽
し
め
る
。
是
非
目
を
通
し
て

お
き
た
い
文
献
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
扉
を
開
け
る

特集／途上国研究のための研究ツール─新・旧書誌情報を活用する

小
林
寧
子
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堅
い
疑
問
も
忘
れ
さ
せ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
つ
の

シ
リ
ー
ズ
に
は
年
号
な
ど
で
細
か
い
ミ
ス
が
散
見

さ
れ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
考
え
る
う
え
で

基
本
と
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
関
し
て
は
、『
イ

ス
ラ
ー
ム
法
辞
典
』（E

n
siklopedi H

u
ku

m
 Is-

lam

、
六
巻
本
）
一
九
九
六
年
、
を
参
考
に
す
る

、
を
参
考
に
す
る

を
参
考
に
す
る

の
を
勧
め
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ラ
マ
ー
の
学

を
勧
め
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ラ
マ
ー
の
学

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ラ
マ
ー
の
学

問
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法

に
関
し
て
は
こ
こ
に
説
明
が
な
け
れ
ば
、
他
に
見

出
す
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え
て
も
よ
い
。
読
み

込
む
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
で

重
視
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
え
て
く
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
の

書
籍
の
中
で
も
最
も
風
雪
に
耐
え
る
力
を
備
え
て

い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
こ
の
他
に
も
、Jem

batan 

M
erah 

社
か
ら
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム

百
科
事
典
』（E

n
siklopedi Islam

 In
don

esia

、

改
訂
版
、
三
巻
本
）
二
○
○
二
年
、
宗
教
省
か
ら

『
イ
ス
ラ
ー
ム
百
科
事
典
』（E

n
siklopedi Islam

、

三
巻
本
）
一
九
八
七
年
、
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

情
報
量
・
質
と
も
に
や
や
落
ち
る
。
た
だ
、
比
較

し
て
み
る
価
値
は
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
以
外
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
リ

ル
（B

rill

）
社
か
ら
出
版
さ
れ
たE

n
cyclopae-

dia of Islam

（
第
二
版
、
一
二
巻
）、
二
○
○
四

第
二
版
、
一
二
巻
）、
二
○
○
四

一
二
巻
）、
二
○
○
四

年
完
結
、
が
最
も
確
か
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
の
使
用
を
勧
め
る
。
し
か
し
、

全
体
の
出
版
に
約
半
世
紀
と
い
う
長
過
ぎ
る
時
間

が
か
か
っ
た
弊
害
も
あ
る
。
Ａ
で
始
ま
る

も
あ
る
。
Ａ
で
始
ま
る

あ
る
。
Ａ
で
始
ま
るA

tjeh

で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
一
九
五
○
年
代
ま
で

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｐ
で
始
ま
るPesantren

は

一
九
九
○
年
ま
で
の
文
献
が
引
用
さ
れ
る
と
い
う

具
合
で
あ
る
。
一
九
七
○
年
代
以
降
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
は
動
き
が
は
や
く
、
ま
た
研

動
き
が
は
や
く
、
ま
た
研

、
ま
た
研

究
も
こ
の
二
○
年
近
く
の
間
に
か
な
り
の
進
展
を

見
た
。
そ
の
分
が
反
映
さ
れ
な
い
の
は
や
は
り
痛

い
。
ブ
リ
ル
社
は
二
○
○
七
年
か
ら
は
さ
ら
に
第第

三
版
を
一
五
年
が
か
り
で
出
版
す
る
予
定
で
あ
り
、

を
一
五
年
が
か
り
で
出
版
す
る
予
定
で
あ
り
、

飛
躍
的
に
情
報
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
第
三
版Part 1

に
掲

載
さ
れ
たA

ceh

と
第
二
版
のA

tjeh

を
比
べ
る
と
、

重
複
し
な
い
情
報
も
多
く
、
二
つ
を
併
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
次
の
辞
典
は
コ
ン
パ
ク

ト
で
手
元
に
お
け
ば
便
利
で
あ
る
。Federspiel, 

H
ow

ard M
., A

 D
iction

ary of In
don

esian
 Islam

, 

O
hio: O

hio U
niversity C

enter for International 

Studies, 1995.

③
書
誌

昨
今
は
図
書
館
の
文
献
検
索
は
ネ
ッ
ト
の
た
め

に
飛
躍
的
に
容
易
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
比
較
的

新
し
い
文
献
に
限
ら
れ
る
。
古
い
文
献
、
マ
ニ
ュ

ス
ク
リ
プ
ト
に
関
す
る
案
内
で
は
や
は
り
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
究
の
蓄
積
が
厚
い
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者

の
手
に
な
る
も
の
が
貴
重
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
の
写
本
（
一
六
〜

一
九
世
紀
）
に
関
し
て
は
次
の
書
誌
が
ラ
イ
デ
ン

ラ
イ
デ
ン

イ
デ
ン

大
学
他
所
蔵
の
「
宝
本
」
に
導
い
て
く
れ
る
。

P
igeaud, T

heodore G
.T

h. ed., L
iteratu

re of 

Java: C
atalogu

e R
aison

n
é of Javan

ese M
an

-

u
scripts in

 the Library of the U
n

iversity of 

Leiden
 an

d O
ther P

u
blic C

ollection
s in

 the 

N
etherlan

ds, The H
ague: M

artinus N
yhoff, 1967.

同
じ
く
ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
王
立
言
語
地
理
民
族

ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
王
立
言
語
地
理
民
族

イ
デ
ン
に
あ
る
王
立
言
語
地
理
民
族

地
理
民
族

学
研
究
所（K

oninklijk Instituut voor Taal-, Land- 

en Volkenkunde=K
ITLV

）
に
は
プ
サ
ン
ト
レ
ン

（
寄
宿
制
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
）
で
使
用
さ

れ
て
い
る
キ
タ
ブ
・
ク
ニ
ン
（
主
に
ア
ラ
ビ
ア
語

の
宗
教
書
、
古
典
文
献
）
九
○
○
冊
が
蔵
書
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

B
ruinessen, M

artin van, K
itab K

u
n

in
g: Islam

ic 

B
ooks in

 A
rabic Script P

u
blished in

 Sou
th-

east A
sia, C

ollected in
 In

don
esia, M

alaysia 

an
d Patan

i by M
artin

 van
 B

ru
in

essen
, 1989, 

K
ITLV

（
未
刊
行
）.

ま
た
、
こ
の
九
○
○
冊
の
概

要
に
関
し
て
は
そ
の
収
集
者
に
よ
る
次
の
解
説
を

参
照
。B

ruinessen, M
artin van, “K

itab K
uning: 

B
ooks in A

rabic Script U
sed in the Pesantren 

M
ilieu. C

om
m

ents on a N
ew

 C
ollection in the 

K
ITLV Library, ” B

ijdragen
 tot de Taal-, Lan

d- 

en
 Volken

ku
n

de, 146 II/III, 1990, pp.226-269.

植
民
地
期
の
文
献
に
関
し
て
着
実
な
情
報
を
与

え
て
く
れ
る
の
は
、B

oland, B
.J. and I. Farjon,  

Islam
 in

 In
don

esia: A
 B

ibliographical Su
rvey 

1600-1942  w
ith Post-1945 A

dden
da, D

ordrecht: 

Foris Publications H
olland, 1983

で
あ
る
。
戦
前

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
論
文

・
書
籍
タ
イ
ト
ル
を
中
心
に
一
○
九
四
点
が
掲
載

が
掲
載
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
文
献
リ
ス
ト
の
前
に
は
五
八
ペ
ー

ジ
に
わ
た
っ
て
研
究
史
が
概
観
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
知
識
が
い

か
に
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
か
が
わ
か
る
。
巻
末
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の
索
引
は
め
ざ
す
文
献
へ
導
い
て
く
れ
る
指
針
と

な
り
、
き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
。
編
集
者
の
ボ
ラ

ン
ト
博
士
が
後
進
の
研
究
者
へ
の
便
宜
を
図
る
た

め
に
一
○
年
を
費
や
し
た
労
作
で
あ
る
。
掲
載
さ

れ
た
文
献
の
多
く
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
り
、
歴
史

を
研
究
し
な
い
者
に
は
不
要
と
言
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
を
お
さ
え
な
い
現
代
研

、
歴
史
を
お
さ
え
な
い
現
代
研

歴
史
を
お
さ
え
な
い
現
代
研

究
は
、
賞
味
期
限
の
短
い
浅
薄
な
研
究
に
な
り
か

ね
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
か
ら
一
九
九
○
年
代
初
め
ま
で
の
文
献
を

知
る
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
索
引
が
な
い
た
め
に
や

や
不
便
で
あ
る
。H

orvatich, Patricia

（com
piled

）, 
Islam

 an
d M

u
slim

s in
 Sou

theast A
sia : A

 B
ib-

liography of E
n

glish-Lan
gu

age Pu
blication

s 

1945-1993, H
onolulu: Southeast A

sia P
aper 

N
o.38, C

enter for Southeast A
sian Studies, 

School of H
aw

aiian, A
sian and Pacific Studies, 

U
niversity of H

aw
ai ’i, 1993.

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
を
手
早
く
知
る
に
は
次
の
文

献
が
有
用
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
「
さ
わ

り
」
が
紹
介
し
て
あ
る
。Fealy, G

reg and Virgin-

ia H
ooker

（com
piled and edited

）, Voices of Is-
lam

 in
 Sou

th
east A

sia: A
 C

on
tem

p
orary 

Sou
rcebook, Singapore: ISE

A
S, 2006.

④
雑
誌

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
専
門

雑
誌
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
シ
ャ
リ
フ
・
ヒ
ダ
ヤ
ト

ゥ
ッ
ラ
ー
国
立
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
（U

niversitas 

Islam
 N

egeri Syarif H
idayatullah

）
が
出
版
し
て

い
るStu

dia Islam
ika

し
か
な
い
。
一
九
九
四

年
か
ら
発
行
さ
れ
、
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
七

年
ま
で
は
年
に
四
回
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降

は
三
回
の
発
行
で
あ
る
。
論
文
は
英
語
か
ア
ラ
ビ

ア
語
で
あ
り
、
必
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
要
旨
が

つ
く
。
内
外
の
研
究
者
が
寄
稿
す
る
し
、
書
評
も

掲
載
さ
れ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
研
究
者
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
従
事
し
て
い
る

研
究
に
従
事
し
て
い
る

に
従
事
し
て
い
る

の
か
を
知
る
上
で
も
役
に
立
つ
。

そ
れ
以
外
はIslam

ic Law
 an

d Society

（B
rill, 

 Leiden

）、In
don

esia

（C
ornell U

niversity, Itha-

ca

）、 Bijdragen
 tot de Taal-, Lan

d- en
 Volken

-

ku
n

de

（Leiden

）、A
rchipel

（Paris

）
な
ど
に

時
お
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
論

文
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
目
を
通
し
て
お
く
の
が
よ

い
。⑤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
文
献
検
索
な
ど

多
く
の
図
書
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で

情
報
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
便
利
に

な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
係
の
文
献
に
関
し
て

は
や
は
り
オ
ラ
ン
ダ
のK

ITLV

が
抜
群
の
蔵
書

数
を
誇
る
。http://lbs4-kitlv.pica.nl:8080/

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
図
書
館
で
は
国
立
図
書
館

（Perpustakaan N
asional

）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ

ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ス
が
あ
ま
り

よ
く
な
い
。http://w

w
w

.pnri.go.id/

文
献
検
索
で
は
な
い
が
、
報
告
・
論
文
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
サ
イ
ト
も
紹
介
す
る
。

も
紹
介
す
る
。

紹
介
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
動
向
に
関
し
て

動
向
に
関
し
て

に
関
し
て

は
次
の
サ
イ
ト
が
年
に
数
回
有
用
な
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
す
る
。
執
筆
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
人
の

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
シ
ド
ニ
ー
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ

（Sideny Jones

）
で
あ
る
。
長
年
の
経
験
を
梃

子
に
最
新
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
手
続
き
を

す
れ
ば
報
告
書
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

http://w
w

w
.crisisgroup.org/hom

e/

個
人
サ
イ
ト
で
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
研
究
者

は
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ラ
イ

ネ
ッ
セ
ン
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
覗
い
て
み
る
こ
と

を
勧
め
る
。http://www.let.uu.nl/~m

artin.vanbruinessen/ 

p ersonal/index-eng.htm
l

⑥
ア
ラ
ビ
ア
語
借
用
語
の
転
写

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
も
多
く
の
ア
ラ
ビ
ア
語
借

用
語
が
あ
る
が
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
が

ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

た
め
に
は
、
次
の
リ
ス
ト
が
最
も
よ
く
利
用
さ
れ

る
。Jones, R

ussel

（com
p.

）, A
rabic L

oan
-

W
ords in

 In
don

esian
: A

 C
heck-List of W

ords 

of A
rabic an

d Persian
 O

rigin
 in

 B
ahasa In

-

don
esia an

d Tradition
al M

alay, in
 the R

e-

form
ed Spellin

g, London: SO
A

S, 1978.

上
記
の
文
献
な
ど
を
参
考
に
し
て
語
彙
を
絞
り
、

ア
ラ
ビ
ア
語
、
英
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
並
べ

て
示
し
た
リ
ス
ト
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

H
eijer, Johannes den

（com
piled and edited

）, 
P

edom
an

 Tran
sliterasi B

ahasa A
rab, IN

IS: 

Jakarta, 1992.

困
っ
た
こ
と
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ロ
ー
マ
字
転
写
法
が
い
く
つ
も

法
が
い
く
つ
も

が
い
く
つ
も

あ
る
が
、
こ
の
文
献
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
宗
教
省

に
直
接
確
認
を
し
た
う
え
で
編
集
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
標
準
と
す
る
の
が
安
全
で
あ
る
。

（ 

こ
ば
や
し　

や
す
こ
／
南
山
大
学
外
国
語
学

部
教
授
）
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